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近代 日本 に お ける専門職 と資格試験制度

一 医術開業試験を中心 と して
一

橋 本 鉱 市

1 ．問題の所在 と分 析視点

　近代 日本 に お い て ， 医師や代言人 （弁護士 ）な ど の 専門職 へ の ア ク セ ス に は ， 正統

的な学校教育を経 るほ か に ， そ れ ぞ れ の 職業 と結び つ い た 「バ イパ ス 」 的な資格試験

制度が存在 し て い た こ とは よ く知 られ て い る 。 そ して こ の ル ー
トは，経 済的 に 貧困 な

しか し高 い 知 的能力 と社会的上 昇 へ の ア ス ピ レ
ーシ ョ ン を持 っ た青年に ， 大 き く開か

れ た 「立身出世の 捷径」 を提供す る もの で あ っ た 。

　医師の 場合 ， 「医術開業試験」 と呼ばれ るもの が それ で ある 。 資格試験制度の 構想

は，す で に 明治元年に 示 され て い たが，その 実 施が決定 され たの は 7 年の 「医制」 の

規定 に よ る 。 その 後 ， 試験規則の 整備が 進み ， 16年 の 「医師免許規則 」 「医術開業試

験規則」 を以 て ， こ の 試験制度は確立 す る 。 こ の 制度 は ， 実質的に はな ん ら学歴 に よ

る受験資格 を要求 されず ， 試験 に パ ス さえすれ ば医師 の 開業免許を得る こ とが可 能で

あ っ た ため ， 多 くの 野心 あ る青年 を引 き付 け る こ と とな り， 彼 らは開業医の 許に書生

・ 代診 として 住 み込 んで 修業を積むか ， あ るい は私立の 受験準備機関に学 びなが ら ，

試験合格 をめ ざす よ うに な るの で あ る。 こ う して こ の 試験制度は，時代 の 要求す る大

量の西洋医を創出す る機能 を果 た して い くが ， 大正期 に入 る と廃止 され て し ま い
， 中

等学校 を終 え た 上で 医学専門学校 を卒業 した者で なけれ ば受験で きない ， つ ま り
一

定

の 学歴 を受験資格 とす る新 し い 医師試験 に取 っ て 代 わ られ て し ま うの で あ る 。

　従 来 ， こ うした資格試験制度 は ， 学歴主 義との絡 み合 い とい う文 脈で 捉 え られ る こ

とが ほ とん どで あ っ た 。 つ ま り，学校教育の バ イ パ ス と して 成立す るが ， 明治末以降
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の 公教育制度の 発展 と教育機会の 拡大 を背景 として ，卒業すれ ば専門職の 資格が 自動

的に 付与 され る とい う特権を持 つ 学校機関が次第 に増加 して い く。 それ に つ れ て ，学

校の 発行す る教育証明書が その ま ま職業証明書 と して 機能 す るよ うに な る と ， 学歴 を

必 要 とし な い 資格試験制度 は ， 漸次縮小 され廃止 され て い っ た ， す なわ ち専門職 に お

い て も学歴主義の 制度化が資格試験制度を駆逐 した ， と説明されて きたの で ある （天

里矛　1982，　1983）o

　しか し， 専門職 に お ける資格試験制度の 成立 ・発展 ・廃止をめ ぐる こ うした理解に

は，学歴主 義の 制度化 を主 な説明要因 とす る教育 シ ス テ ム か らの 一方向的な視点が強

調 され す ぎ， 当の 専門職集団の 自律的な メカ ニ ズ ム か らの 視点が欠けて い る ように思

われ る 。
つ ま り，後発国 として の 「上 か ら」 の 近代化の なか で ， 正統的 な教育シ ス テ

ム こ そが全国か ら人材を吸収 ・ 選抜 し， その 結果 と して専門職 を は じめ とす る近代 セ

ク タ ーを形成す る とい う視点が 強か っ た ため に ， その 職業集団が持 つ 自律的な論理 の

なかで ， こ うし た資格試験制度が なぜ 導入 され ， ど う位置づ け られ ， また どの よ うな

力学 か ら廃止 され る に至 っ た の か と い うダ イ ナ ミズ ム が看過 され て きた よ うに 思わ れ

る の で ある。 資格試験が ， ま さに ，専 門職 と し て の 資質 ・資格 を試験す る と い う性格

の もの で あ る以 上 ， 当 の 専門職で の意味 を抜 きに して ， そ の 特質 を語 るこ とは 出来 な

い と思われ る。

　そ こ で 本稿は ， 医師 とい う専門職 を取 り上 げ
（1）

， こ の 専門職に お け る資格試験制

度 ＝ 「医術開業試験」 の 成立 ・ 発展 ・廃止 を，教育 シ ス テ ム の 側か らで は な く， 医師

と い う職業集団の 側 か ら跡づ け ， こ の 資格試験制度が 果た した 役割 とその 社会的機能

の 変容 を分析す る こ と ， ひ い て は それ を通 して ， 近代 日本の 資格試験が持 っ て い た特

質 を浮 き彫 りに す る こ とを目的 として い る。 また こ の 職業集団の側か らの 考察は，従

来の 学歴主義の 制度化研究を補完 し， 同時 に新た な視点 を提供す る一
つ の 試みで もあ

る
（2）

D

2 ．医術開業試験の 成立 と発展

　近代化を歩み 始め た 日本 にお い て ， どの よ うな理 由で ， また い か に して 医師 とい う

職業集団の 領域 に資格試験制度が 成立 したの か Q そ の 試験制度の 成立 と発展 を追 うに

は， まず近代 以 前の 医師職 の在 り方か ら説 き起 こ さな くて は な らな い だ ろ う。

　 日本 に お い て ， 医 師 の 基本的 な職業形態で あ る 自由開業医制 とそ の 訓練制度 は ， 鎌

倉時代 に 発 し ， すで に 江戸時代 に 確立 して い た と い われ て い る （布施 1979
， 25−29

頁）。 しか し ， 西欧諸国の よ うなギ ル ドも結成 され る こ とな く， した が っ て 徒 弟制的
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な養成 を経て 医師 となる者は少数で あ っ た。 医師 と い う職業に は ， 藩 に よ り多少の 相

違はあ っ た もの の ，何ら開業す るため の資格を必要 とせ ず，僧侶 とと もに 身分制の 枠

外 に位置 して お り， お よそ r傷寒論』 の
…

冊 も読 み ， 処 方の 二
， 三 も暗 じて い れ ば ，

どの よ うな者で も参入が 可能で あ っ た 。
つ ま り， 近代以前の 医師 は ， 社会層 と して は

不定型 で あ り， またその 地位 は ， 必ず し も高い もの で は なか っ た 。 む しろ ， 明治に入

っ て も 「従来医術 ヲ 指称 シ テ賎技 トシ
ー

般之 ヲ 軽卑 ス ル 風習ア リシ ヲ以 テ ， 医 ヲ世業

トス ル 者ノ 外 ハ 之 ヲ学 ブ者鮮少 ナ リ。 タ マ タ マ 医学 ヲ修ム ル 者ア ル モ
， 才浅短 ニ シ テ

他 ノ 営業 ヲ ナ シ 得ザ ル 者 二 過 ギ ザ ル ノ ミ」 （「大分県第
一

次衛生年報」， 高浦 1978
， 302

頁） とい われ た よ うに ， 医師 と い う職業は ，
「医は賎業」 「医術 は賎技」 とい っ た伝統

的な方技観 （技術観）に縛 られ た ， 身分的に は低 い 技術職 の
一

つ と して 捉 え られ て い

たの で あ る （布施 1979， 5−53頁）。

　 したが っ て 維新後， 明治政府に と っ て ， 近代国家の 国民衛生上 ， 必須 の 政策課題 と

な っ たの は ， 医学 を振興 し医師の 資質 を向上 させ る こ と ， す なわち何 ら規制が な く身

分的 に も低 い r旧医」
＝漢方医 に よ る体制 か ら ， 国家 に よる なん らか の 規制の 下で 近

代的な医師制度 （「新医」）を確立す るこ とで あっ た 。

　政府は， まず明治元年 12月， r医師考試ノ上免許二 付学術研究 ス ヘ キ告諭』 を出 し，

「こ れ まで 医業 に就 い て 何等の 統制 もな く， 而 も……
所謂 r不学無術』 の 医師 の 輩 出

す る に 任せ た の を， 向後試験 を課 した る上 医師 た る の 資格 を付与す べ し と した」 の で

ある （社会事業研究所 1943， 18頁）。

　そ して 政府は，明治 7 年の 「医制」 第37条に お い て ， こ の 国家の 試験に よ る医師の

開業許可制の採用 を ， よ り明確に打 ち出す 。
「医制 」 自体 は ， 東京 ・京都 ・大阪の 三

府 に 布達 され た ， 政府の 近代医療体制の 基本方針 と い うべ きもの で ， 医学教育 ・医師

制度 ・薬舗営業 な どを定め た76条 か ら成 っ て い る 。 そ の 第 37条 に ， 原則 と して 「医師

は 医学卒業の 証書及び内科眼科産科等専門の 科 目二 箇年以上 実験の 証書を所持す る者

を検 し免状 を与 へ て 開業を許す」 こ と と し，
「（医制発行後凡 そ

一
卜年の 間に ）開業を請

ふ 者は 左の 試業を経て 免状を受 くべ し」 と し て
， 解剖学大意 ・ 生理学大意など 6 種の

「洋方」 試験科 目が 定め られ た の で あ る 。 こ の 条文が意味す る とこ ろ は，医制の 事実

上 の 草案者で ，後 に医師制度 を司る内務省衛生局 の 局長 とな る長与導斎が ，
「本邦の

医師 は 中古以来父子師 弟相伝承 し て
一

家 の 私業 と な り ， 考試 の 制 と て も なか りけれ

ば ， 医制 を創定す る に 当 た りまず試験の 法 を設 けて そ の 資格 を
一

定す るは ， 差 し当た

りた る急務 に し て 擱 くべ きに あ ら ざれ ど も……
」 と述懐 して い るよ うに （長与 1902 ，

145頁）， 漢方を排 し ， 西洋医学 を問 う試験制度 を導入 して ， 医師の 資質 の 向 上 と資格

138

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　



The Japan Society of Educational Sociology

NII-Electronic Library Service

The 　Japan 　Soolety 　of 　Eduoatlonal 　Soolology

近代 日本に お ける専門職 と資格試験制度

の 統
一

と い う課題 を達成 し よ う と した と こ ろに ある 。

　 9 年 ， 政府は三府の み な らず， これ を全国 に 及ぼ し，各県 は それ ぞれ 規則 を定 め ，

医師 の 開業試験を実施す る こ と とな っ たが，各県 に よ っ て そ の 精粗が 甚だ しか っ た の

で
， 政府は 12年 ， 新た に 「医師試験規則」 を達 し， 中央で 作成 され た問題 を地方で 実

施す る とい う， 金国統
一

の 試験制度 を整備 した。 さらに 16年 ， 内務省 は医師の 免許及

び身分 ・業務の 監督 に関す る， 初め て の 独 立 した法律 と して ， 「医師免許規則」 を制

定す る。 そ して 第 1 条に ，
「医師 ハ 医術開業試験 ヲ受 ケ内務卿 ヨ リ開業免状 ヲ得タ ル

者」 と ， 医師を試験制度 を経 た もの で ある とす る原則 を， 12年 の 規則 よ り明確に 定め

た 。 こ の 「医師免許規則」 に伴 っ て ， 同年 ， 新た に試験 内容や事務手続 きなどを骨子

とす る 「医術開業試験規則」 が 布達 され ， 翌17年 か ら施行され た 。 こ れ に よ り試験

は，前期 （物理学な ど 4 科 目）・ 後期 （外科学な どの 学科試験 5 科目 と臨床実験）の

2段階方式 とな り， そ の 内容 は 合格す るまで に 「前期 3 年，後期 7 年」 とい われ るほ

どに 難化 したが （中山 1978， 54頁）， 受験資格 として 前期 ・後期 それ ぞれ 1 年半以 上

の 「修学」 の 履歴が必要 とされ ただ けで ， 実質的に は何 ら学歴や 年齢制限の 規定は な

か っ た 。

　 こ の 16年 の 両規則 は ， 39年 「医師法」 が 制定 され ， その 中で 開業試験 を 8 年の 猶予

期間の 後撤廃す る と定め られ るまで ， 20年以上 （施行期間は30年以上 ） に わ た っ て ，

医師の 国家に よ る資格試験制度を規定 し続けた 。 逆 に 言えば，明治10年代半ぼ に 定め

られ た 「医師試験規則」 に 基づ く 「医術開業試験」 は ， その 後なん ら手 を加 え られ る

こ とな く ， 大正 期の 前半 まで 存続 したの で あ る。

　以上 の よ うに ， 近代 日本 に お い て ， 強固 な国家干渉 と統制 に よ っ て 導入 され た一連

の 資格試験制度 の 最大の 目的は ，
「医師の 足並を揃 え」 る （長与 1902， 155頁）， すな

わ ち旧来の 無秩序 な医療体制の 改革 と ， 医師 の低 い 資質の 向上 に ほか ならなか っ た 。

そ して こ の こ とは，医師 とい う職業集団 か らすれ ば， きわめて 大 きな意味 を持つ こ と

に な っ た 。 なぜ な ら こ の 資格試験制度に よ っ て ，大宝律令以 来，初め て 日本 に ， 医師

と い う専門職集団が 形成 され ， ま た身分的 な統
一

の 契機 が用意 され たか らで あ る。

　 この 国家に よ る資格試験制度 の 導入 ・統制 と い う側面 は ， ドイ ッ の 場合 と似通 っ て

い る 。 イギ リ ス や合衆国 の 場合 と は 異な り（3）
， ドイ ッ で は ， 医師 は 国家試験 と い う

か た ちで 国家 に よ っ て 創出 され ， また医師 の み な らず医療全般 に わ た り， 強大 な国家

支配 の 下 に お かれ た 。 こ れ は ， 多分に近 代 化の 後進性 と い う事情 に よ る もの で は あ っ

た が ，た だ 日本が こ の ドイ ツ と もさ ら に 異 な っ て い た の は，次 の 二 点で あ る 。

　 まず ， ドイ ツ で は 大学の 行 う卒業試験 とは無関係 に ， 国家 に よ る資格試験 が第
一義
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的意味 を持 ち ， 医師を目指す もの は全て 受験 しな くて は ならなか っ たの に対 し （潮木

1973， 95− 100頁； PTahl 訳書 1988， 154頁 ）， 日本で は 「医術 ヲ開業 セ ン ト欲 ス ル 」

者は，原則的 に こ の 試験 を経 な くて は ならない と規定 しなが ら も， 特例 と して 大学や

一
定の 水準 を満た した医学校の 卒業生 に は無試験で 開業免状を授与す る と い う例外規

定を設 けて い た と い うこ とで あ る。 こ の例 外規定 は ， 東京大学医学部が 初 め て その 卒

業生 を医学士 と して 世 に 送 っ た 12年の 段 階で 定 め られ て い る （酒井豊 1983 ）。
つ ま

り，医術開業試験 は ， 確 か に 旧来 の 医療体制か ら西洋医を創出 し ， 彼 らに 相当の 矜持

を持たせ ， そ の 身分 を確定す る役割 を果 た した もの の （Nakayama 　 1978，
　 pp．30−31 ：

石 島 1979， 52頁 ）， それ は西洋医集団全体 の身分的統合 まで をも保証す る国家試験 と

は 成 り得 なか っ た と い うこ となの で あ る。 む し ろ ， こ の 学校卒業者に 対す る特例 は ，

医師社会 を階層化 し て い く要因 とな り， 試験廃止論議の発端の 伏線 とな っ て V くの で

あ る
（4）

。

　第二 に ，近代日本は ， 旧来の 漢方か ら西洋医学 へ と い う180度の 転換を強行 した と

い うこ とで あ る 。 こ れ は ，
「パ ラ ダイ ム 転換」 と い うべ きもの で あ り （中山 1974），

余 りに革命的で あ っ たため ， 長与 を して 「お よそ余が事業中医術開業試験 の 制定 ほ ど

意想外に心 を苦 しめ思 を焦 し た る もの は な し」 （長与 1902， 147頁 ） と洩 ら させ た程

に ， こ の 後数十年に わた っ て 漢方医た ちの 執拗な抵抗が続 い た （深 川 1934）。 ただ し

こ の 二 点 目に 関 して 言え ば ， 旧来か ら の 漢方 を切 り捨て た とい っ て も， 医療の 根幹で

あ る一
般医師の 就業形態 をも， 否定 した とい うわ けで はな い 。 つ ま り， 徳川以来の 自

由開業医制は なん ら手 を加 え られ る こ とな く， 明治以降 も継承 され ， む しろ政府は そ

の 体制を擁護 ・強化 して い っ たの で あ る 。 そ して ， それ を支え るため に
，

「医制」第41

条で は 「医師 た る者は ……処 方書 を病家に 附与し相当の 診察料 を受 くべ し」 と医師 の

診察行為 を経済行為で ある と積極的に 認め ， 医師 に は営業税を課 さな い と い うよ うな

経 済的優遇策 を採用 し て い くの で あ る 。

　こ の よ うec，
「営利 セ義」 を基調 と した旧来か らの 自由開業医体制の 上 に ， 明治の

医師の 就業形態が確立 して い っ たわ けで あ るが （佐 口 1958）， こ の 意味で ，医術開業

試験 は ， 医師 を統合す る国家試験 と い う性格 よ りも，
「営利 を追求す る 自由開業 を許

可す る」 と い う性格 を色濃 く持 ち合わせ る こ と とな っ たの で あ る 。 し たが っ て 「理

念」 と して は ， 漢方医 判 日医 の 体 制を打 破 し医師 を近代的 な専門職 と して 位置付 け る

方策 と して 採 られ た こ の 試験制度で あ っ たが ， 試験に 合格 さ えすれ ば ，
「開業数年 な

らず し て 巨万の 富 を握 る こ とが出 来 る」 （黒川 1939，74頁） と い うこ の 制度は ， 多 く

の 青年に 「立 身出世」 の ル ー トと認知 され る よ うに な り， その 競争 も次第 に 加熱化 さ
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　 （実数｝

（単位 ：千 人）

図 1　 試験志願者 と合格者の 推移

　 （実数）
（単位 ：千人）

M 　　　　　　　　　　　　　　　T 　　　　　　　 S
15　　20　　25　　30　　35　　40　　　1　　　5　　　10　　　1　　　5　　　10　　15

1
　 注 ） ＊ 漢方医 と は 主に ， 従来開業 の 医師 と ， そ の 子 弟 を指す が ， 彼

　　　 らの 開業 は ，

一
代限 りとされ た の で ， 西 洋医に転身す る者 も多

　　　 か っ た 。 実 数が ， 激減 して い くの は ， 死亡 ・廃業 の 他に ，以上

　　　 の ような理 由 の た め で あ る。

図 2　 「
修 学」 別 にみ た 医師数 の 推 移 （実 数）
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れ て い く。 こ の 結果 ， そ の 志願者 ・合格者 と もに 年を経 るご とに 着実 に 増 えて い き

（pa　1 参照 ），
「開業医の 黄金時代」 が現 出す るの で あ る。

　こ うして ，試験制度は現実 的に は ， 正規の 医学教育機関に よ っ て 養成 され る西洋医

が僅少で あ っ た ため もあ っ て ， 時代が 要求す る大量の 西洋医 を創出す る機能 を果 た し

て い く 。 大正 5 年の 廃止 まで に ， こ の 医術開業試験は ， 総数 2 万 人 を超 す医師 を送 り

出 し， 彼 らは明治期の 西洋医の 大半を占め る
一大勢力 とな っ て い くの で ある。 正規の

医学教育機関の 卒業者が， こ の 試験合格者を上回 る よ うに な る の は ， 明治も末期の 43

年以降の こ とで あ る （図 2 参照）。　　　　　　 ・

3 ．受験生の 「修学」形態 とその 批判
’

　で は
一
体， こ れ ほ どの 大量の 試験受験者 ・合格者は ， どこで ， そ して どの よ うに こ

の 医術開業試験 に 必要な知識 や技術 を習得 した の だろ うか 。 前述 の 16年 の 「試験規

則」 で は ，
「前期試験 バ

ー
箇年半以上 ， 後期試験 ハ 更 ニ ー箇年半以 上 修学」 し た こ と

を証明す る履歴書の 提出を求 め られ て い るが ， 後 に 考察す る よ うに ， こ の 「修学」 方

法 と ， それ に よ っ て 得 られ た知識や技術 とい うもの の レ ベ ル が ， 試験制度そ の もの へ

の 批判 と廃止 論議 へ とつ なが っ て い くの で ある 。 したが っ て ， 以 下で は彼 らの 「修

学」 の 形態 とそ の 内容に つ い て 考察 して お こ う。

　まず ， 明治 10年代末まで の 受験者 の r修学」 に ，大 き な役割 を果 た して い たの は ，

各地 に 設立 され て い た公立医学校 （15年以 降は乙種の み ）で あ る
（5）

。 しか し ， こ う

した （乙種）医学校は ， さほ ど多 くの 合格者 も輩出で きず ， また各県の 教育予算の 30

〜40％を 占め る と言われ た程に ， そ の 経営に は大 きな負担が か か り （石島 1979
，

142

頁）， 松方デ フ レ の 影響 もあ っ て ，明 治20年 まで に 数校 を数 え るの み とな っ て し まう。

加 え て 明 治20年 ， 政府は勅令 を も っ て ， 翌 21年以 降の 公 立医学校費用の 地方税支弁を

禁止 し て し ま っ た ため ， こ れ 以降 ， 医術開業試験の ため の 公立医学校は皆無 とな っ て

しま うの で あ る e

　 こ の結果 ，
20年以 降， 受験者の 「修学」 の 方法に は ， 大 きく分 けて 2通 りの 形態が

支配的 となる 。 まず ， 開業医などの 許で ， 書生 ・代診 と して 住み 込 み ， 徒弟制的 な訓

練 を受 ける方法で ある 。 こ れ は 旧来か らの 伝統的な養成方法で はあ っ たが， しか し，

16年 の 「試験規則」 に よ っ て ， 前述の よ うに 試験問題は とみ に難化 し ， 後期 に臨床実

験が組み込 まれ た こ と もあ っ て
，

こ うし た開業医の 許で 独学す る と い う方法で は太刀

打 ち で きな くな っ て い く （中山 1978， 56−57頁 ）。 そ の た め ， こ の 方法 は ， 依然多 く

の 青年が と っ て は い た もの の ， 次第 に 廃れ つ つ あ っ た とみて よ い
。
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　 したが っ て ， 特 に 明治20年代以 降，
こ う した方法に取 っ て代 わ りつ つ あ っ たの は ，

私立の 医学校に よる修学方法で あ っ た。 明治 20年代前半 の後期試験受験者の 「修学」

形態の 内訳 とそ の 合格率の 統計が 残 され て い るが （表 1 参照 ）， こ れ に よれ ば ， 私立

医学校に 在籍す る受験生が 大半 を 占め て お り， 旧来 か らの 開業医の 書生 もか な り存在

す るが ， その 合格率は低 く， また20年代前半 とい うこ と もあ っ て ， 地方 の 医学校 の 卒

業生が若干残 っ て い る。 さて ，
こ うし た私立医学校は ， 明治10年前後に 簇生 したもの

が 多 く， 明治12年に は 25校を数 える まで に な る 。 しか し， その 後減少 し，明治 20年代

に 入 る頃に は ， 泡沫的な私塾形態 の 学校は姿 を消 し ， 表 1 に あ げられ て い るよ うに，

済生学舎 ， 成医講習所 （後の 慈恵医院医学校）な ど数校を残すの み と な っ た 。 特に 済

生学舎は ，
こ うし た私立 医学校の な か で

， 最大の そ して 「純然 た る開業試験 の 予備

校」 （日本女医史編集委員会 1962， 85頁） と言われ て い た 。 こ の学校の カ リキ ュ ラ ム

な どか ら， 受験生の 「修学」 方法 とそ の 内容 に つ い て 垣 間見て お こ う。

表 1　 明治20年代 前半における試験受験者 ・合格者の 「修学」形態と内訳

学　生　分　類 受 験 人 員 及 第 人 員 及第率（％）

済　 生　 学　 舎　 学　 生 305 lO6 34．75私

立
医

学
校

成　医　講　習　所　学　生 29 17 58．62

東京 医学校 ・ 東 亜 医学校学生 10 3 3α 00

開 　業　医　家 　塾 　学　生 195 49 25．13

地 方 医 学 校 卒 業 生 40 19 47．50

海 軍 軍 医 学 校 生 徒 8 6 75．00

合 　　 　 　 　計 587 200 34．07

（
P
中外 医事新報』 明治 23年 1 月 ，第 235 号 ，49頁 か ら作成）

　 この学校 は ， 明治 9 年，東京医学校の 教師や長崎医学校の 校長 を歴任 し，後 に 内務

省衛生局長 とな る長谷川 泰に よ っ て 設立 され た私立医学校で ， 36年突如廃校 とな る ま

で に ， 入学者 2 万人以上 ， うち 1万人弱の 医師 を送 り出 した とされ る 。 試験合格者は

総計 2 万人 ほ どで あ る か ら，済生学舎は，その 半数以上 を輩出 して い た こ とに なる 。

　こ の 学校の 授業は ， 大学 ・医学校 と同 じ く前期 ・後期の 2 期 に 分 け られ ， 前期に は

解剖学 ・ 生理 学 ・ 化 学
・物理学 ， 後期 に は 内科学 （診断学，薬物学，臨 床 な どを含

む ）・ 眼 科学 ・ 外科学 （各論 ・臨 床を含む）・産婦人 科学 ・ 繃帯学が講義 され た 。 こ の

カ リキ ュ ラ ム 構成 は ， 開業試験 で の 前期 ・後期の 試験科 目に そ の ま ま対 応 して い る

（前川 ユ975）。 た だ し， 授業は ， 講師の 大部分が 大学の 助手で ， 大学の 授業の 合間 を

み つ けて 講義す る と い う 「内職 の 稼 ぎ場 」 とな っ て い た の で ， そ の 時間帯 は 「朝の 六

時か らは じま っ て ， 夕方 まで 続 く」 （吉 岡弥生女史伝記編 集委員会 1931
，

159頁）と
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い う変則的 なもの で あ っ た。 しか も学校の 設備 は ，
「全 く大道店の 様 なバ ラ ッ ク以下

の バ ラ ッ ク」 （日本医事新報社編 1937， 384頁）で あ り， 「学校の経営方針」 も 「来 る

者は拒まず ， 月謝 さえ納 めれ ば」 と い うもの で あ っ たため
， 授業 も常 に 「大入満員の

芝居小屋 の よ うな混雑」 が 続き， そ の た め 特に医師 と し て 重要な 「臨床講義は ， 人 が

多すぎて 徹底 しない とV ・ う憾み が あ っ 」 た （吉岡弥生女史伝記編集委員会 1931， 131

−133頁）。 また修業年限は 3 年間で あ っ た が （医学校 ・ 大学 は 4 年間）， 実際に は開業

試験に 合格 した時が 卒業で あ っ た 。

　 こ の よ うに ，済生学舎の カ リキ ュ ラ ム や設備 は ， きわ め て 貧弱 なもの で あ り， そ こ

で 学ぶ 生徒の 専門知識や臨床技術 も，決 して 系統だ っ た もの で はなか っ た 。 これ は開

業医の 許で の 独学者の 場 合はなお さ らの こ と だ っ たろ う。 加えて ，卒業後も付属病院

な ど で さらに 研修を積む大学や官公立医学校の 卒業生 とは異な り，
こ う した試験合格

者 に は ， 医師 と し て
一定の 研修機関 （大学病院や 関連病院）は存在 しなか っ た 。 彼 ら

に は ， 免許 を取得するや ， 研修 を積 む こ とな くす ぐさま開業医 として 独立 して しま う

もの が多か っ たの で ある （橋本 1991）。

　 したが っ て ， こ うした レ ベ ル 的に も低 い 「修学」 方法 を経 ， 雑多な教育的背景 を持

っ た試験合格者 と， 整備され た設備や一定水準以上 の カ リキ ュ ラム を持 ち， また定期

試験や卒業試験 な どを課 した医学校や 大学 な どの 卒業生 との 間に ，医師 として の 知識

や 技量に関 して ， 歴然 と し た格差 が 生 じ た こ とは 否定で きない 事実で あ っ た 。

　 こ うし て ，医師 として 未熟な試験合格者が ， 特 に 2p年以降着実 に増加 し ， 開業医 と

して 実際の 医療 に携 わる よ うに なるに つ れ て ， 彼 らに 対す る批判も ， あ らゆ る とこ ろ

か ら噴 き出 して くる 。 早 くも20年代前半に は ，
「燒倖 に して 試験

……
に 当 り及第すれ

ば ， 忽 ち開業医 となる も， 病人 に接す るに 及て は何か 何や ら分別に 苦 しむ もの 多 し」

と言われ （r中外医 事新報』1980，第256号 ， 52頁）， 30年代に は公立医学校 の 生徒 た ち

か ら 「漸 くに免状を得 た る もの その 学識の 不完全な るは当然 に して ， 実地 の 経験殆 ど

皆無 な るは固 よ りの こ と ， 彼れ ば免状を得た る後練習す ， 医者 とな りた る後医術 を学

ぶ な り」 （京都府医学校校友会 1899
，
r校友会雑 誌 』 第拾 四 号，29頁 ） と皮肉 られ る

始末で あ っ た 。 と りわ け， こ うし た試験合格者 に対 して あ か ら さまな侮蔑 と批 判を表

したの は ， 大学 を卒業 した医学士 た ちで
， 森林太郎な ど は 「内務省の 試験を経た りと

雖 も ， 我等二 十世紀 の 医 に あ らず 。 多 く此 の 如 き もの を出 た し て 以て 世間の 需要 に 供

せ ん とす る は ， なほ 溺を極 ふ に 水 を以 て し， 油 を灌 い で 火 を救 はん とす る が 如 し」 と

し て ，
こ うした試験合格者を輩出 して い る済生学舎に 代表 され る 「私立 医学校 は宜 く

法律を力 を借 りて 大 re其面 目を革 むべ きの み 若 し之 を革め 難 し と い は 唄 llち唯 だ一一
策
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あ り曰 く之を夷滅せ むの み」と まで 言い 切 っ た の で あ る（森 全集 ユ974
，
712 −713頁）。

　こ の よ うに ， 試験合格者へ の 批判に 共通 して い るの は ， 彼 らが 医師 と して レ ベ ル が

低 い
，

つ ま り医師 に 必 要 とされ る専門的な知識や技術を欠 い て い る とい っ た点か ら，

批判が な され て い る とい うこ とで あ る。 こ うした試験合格者 に 対す る批判 は ， 当然の

こ となが ら試験制度そ の もの に 対する批判へ
， そ して その 廃止 をめ ぐる議論へ とつ な

が っ て い くの で ある。

4 ．医術開業試験の 廃止 論議

　こ の 医術開業試験 に対す る批判 ， さらに は その 存否 をめ ぐる議論が ， 公 の 場で 討議

され始め るの は ， 明治31年 「大 日本医会」 に よる 「医師会法案」 の 提 出 をi契機 と して

い る。

　大 日本医会は， 明治20年代以降 の 試験合格者 に よ る開業医勢力 の 増大 を背景 と し

て ， 明治26年 に 結成 され た団体で ， 理事長 に 高木兼寛 （海軍軍医総監 私立慈恵医院

医学校の創設者）， 理事に 長谷川泰や長与専斎な どを お き， 当初 よ り開業医 の 権利擁

護 ・業権拡張 を大 きな 目的と して い た 。 したが っ て ， こ の 目的の ため に は医師 自身の

手 に よ る全国 的な法定医師会 を組織 し ，
「医師の 業権を確立 し ， 自治的統制力 の 強化

を図 」 （厚生省 1955
， 236頁）．ろ う と したの は当然の 成 り行 きで あ っ た 。

　31年 12月 ， 同医会は前年に東京医会 （東京府下の 開業医団体で ， 大 日本医会の 下部

組織 とい うべ き もの ）が衆議院に 提出 し た 厂医士 法案」 （審議未了 ）の 修正 案で あ る

「医師会法案」 を，長谷川泰らの 議員を介 して ， 再び衆議院に 提出す る 。 12条 3 付則

か らな る こ の 法案 は ， 全国に医師会を強制設立 し， こ の 医師会 に 加入 し なけれ ば患者

を診察す る こ とを禁 じ，
こ れ に 反 した もの は業務 を停止 させ る と い う懲戒処 分の 規定

を盛 り込んで い た 。

　しか し， 青山胤通，田代義徳，森林太郎 らな どの 帝大出身の 医学士 た ちは，雑多 な

学歴 を持つ 市井の 開業医 と， 医師 と して 同等な扱 い を受 け る こ とを拒否 ，
「今 ノ酥謂

医師会法案ハ 素 トニ 三 権謀術数 ノ 士 ノ 糾合 ス ル 所 ノ開業医 ノ ー
小部 タ ル 所謂大 日本医

会 ノ決議 二 基 ヅ ク断ジ テ今 ノ 医師社会 二 於ケ ル 有識者 ノ是認 ス ル 所 二 非ズ 」 （r公衆医

事』 第 3 巻第 1号 1889， 20頁 ） と して ， こ の 法案 に 断 固反対 し，貴族院 に送 られ た

同法案の 修正案 を，院内外 の 運動 に よ っ て 葬 り去 っ た の で あ る 。 彼 ら帝大 派 は 「医師

法 ト云 ヒ 医師会 ト云 フ 皆他 日医師 ノ 教育及品位 稍 S 高 キ ニ 至 リテ 其制定 ヲ庶 幾 ス 可

キ 」 （同上 ）で あ ると して ， まず は ， 営利 主義の 走狗 と化 し医師 と して の 使命 を忘 れ

て い る よ うな現在の 開業医の 資質を向上 させ るこ とが 先決で あ り， そ の た め に は そ う
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した低 い 資質の 医師を創出して い る試験制度を廃止す べ きだ と主張 した の で ある 。

　こ うして 大 日本医会が提出 した 「医師法案」 は医師会設立 の 是非の み ならず ， 帝大

派の 強硬 な反発か ら更 に試験制度の 廃止論議 へ と飛 び火 したわけだが ， それ は先に見

た よ うに ， 20年代 か らの試験合格者を中心 とした開業医 た ちに対す る世間の 批判を背

景 とし て ， 従来か ら苦 々 し く思 っ て い た帝大派の 不満が 一挙に 爆発 した と い うべ きで

あ ろ う。

　さて ， 帝大派 は ， こ れ を機に 丁公衆医事』 を機関誌 とす る 「明治医会」 を結成す

る。 そ して 試験制度 の存否の 問題 は，
こ の 明治医会 と開業医 らの 在野団体 との 間 に展

開 され た 「医 師法案」 をめ ぐ るヘ ゲ モ ニ ー闘争の 中で ， 最重要案件 と して 取 り扱われ

て い き，
39年 「医師法」 の制定の 際 ， その 決着が つ けられ る こ ととな るの で あ る 。 そ

こ で 次に ， こ の 両者の 試験制度の 取扱 い 方 に つ い て み て み よ う。

　まず， 明治医会の 試験制度 と試験合格者に 対す る批判は次の よ うな もの で あ っ た 。

そ もそ も，医学 は 「一一一ts高等 ナ ル 専門ノ学術」で あ っ て ， しか も法学や文学 とは異 な

り，

一
定の 素養 と練習 を積ん だ者が初 めて 行 い 得 る 厂実験的科学」 で あ る 。 不完全 な

私立の 医学校 に通 い
， 下宿屋 に 籠居 して 四書五 経を素読す る よ うな学習 をして い る者

や ， 医師の 玄関番を して 適当に 病入 に 応接 して い る者は ， 何年か か っ て もこ の 試験に

合格出来ず ， 幸運 に合格 し た と して も， 彼 らに勤ま る職業で は な い
。 し たが っ て 世間

で は ， こ の 医術開業試験を 「捷径」 とみ て 吟 るが ， 「実 ハ 非常ナ ル 迂路」 なの で あ り，

rB 新 ノ医学 ヲ修 メ ン トス ル ニ 尚食客代診 ヨ リ入 ル ヲ捷径 トナ ス ハ 笑止 ノ至 」 なの で

あ る （r公衆医事』 第 3 巻第 6 号 1899， 120− 135頁）。

　 こ うして 明治医会 は ，
「医師 と云 ふ もの は ， ドウ して も相 当の 学校で 教育 を受 けた

もの で 無 けれ ば なら ない
， だか ら学校教育 を完全 に して 試験 は早晩之 を廃 さなけれ ば

ならな い 」 と い う認識 に 至 り，
こ の 方針 の 実現の ため に は 「決 し て

一
歩 も退 か ない 」

（r公衆医事』 第 8 巻第 2 号 1904， 29頁） と言明 したの で ある 。 ただ ， 彼 らの 言 う

「相当の学校」， つ ま り専門的な学校教育機関を ， どの 範囲まで 広げ るか とい う問題

が 当初よ りつ きま とっ て い たが ， 折 し も36年 「専門学校令」 が 制定 ，
こ れ に よ り 「我

が 明治医会の 従来 の 医学教育の 方針 に稍 々 適合 した もの 」 （r公衆医事』 第 7 巻第 4 号

1903， 49頁） とな り， そ の主張に 学校制度 か らの 足掛か りが用意 さ れ ，
「医学専門学

校」以 上 の 卒業生 だけ を，医師 と し て 限定す る こ とが取 り決 め られ たの で あ る 。

　 こ う した明治医会 の 痛烈 な批 判の 背後 に は，医学 と い う学 問領域 に お け る，め ざま

し い 細 菌学 の 進 歩 や外科技 術の 発達が あ っ た。 医学 界は ， 30年 代後半以 降 ， そ うし た

学問的 な進展 に 伴 っ て ， 不断の 医学研究 を必要 とす る 「研究室 の 医学」 の 時代 が 到来
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し て い た の で あ り （Ackerknecht 訳書1978， 13頁）， したが っ て
一人 前の 医師 と して

医療 に携わ っ て い くに は ， 整備され た体系的な教育機関で ， 長期 に わた る 訓練 が 必要

で あ る とい う認識が ， 彼らの 間に は支配的 とな っ て い たの で あ る 。 日 々 進歩す る医学

の 先端に 位置する彼らに と っ て み れ ば
， 現在施行され て い る医術開業試験が ， あま り

に 時代の 医学の 水準に そ ぐわ な くな っ て きて お り， 試験合格者は弊害す ら及ぼ しか ね

な い と考 え たの は 当然 と い えた。 彼 らは ， 医師 の 資質確保 と資格向上 とい う点か ら，

医術開業試験の 早急な撤廃 を企 て たの で あ る。 　　　 、

　 しか し ，
こ うし た認識に 至 っ た の で あれ ば， 明治医会は， 学校卒業者 も

一
律 に 受験

させ る国家試験の 新設 を世 に 問い ，医師の 資格 の 統一 を図 るぺ きで あ っ た 。 長与 自

身 ， 「開業試験 の 程度 をすすめ て 純正 な る国家的試験に適応」 させ なけれ ば， 「い まだ

以 て 我が 医師制度 を完備 した る もの とは謂 うべ か ら ざるな り」 と端的に述べ て い たの

で あ り （長与 1902， 160頁）， また当時 ， 卒業試問だ けで 開業免許 を与 え る の は 危険

で あ り， 従来の試験を改 善 ・ 拡張 して 学 校卒業者 も受験 させ る国家試験 とす べ きで あ

る， とい う意見を持つ 者 も少な くは なか っ た の で あ る （酒 井シ ヅ 1982， 447頁）。 し

か し ， 明治医会は， こ の 国家試験の構想 を 「屋 上屋 ヲ架 ス ベ キモ ノ」 （r公衆医事』第

3巻第 6 号 1899， 133頁 ）と して ，

一
顧だ に せ ず退 けて い る 。 こ こ に は； 明治 10年代

以来の無試験免許授与の 既得権を保持せ ん とす るエ リー トたちの 特権意識が 見て 取れ

るが ， 後述す る よ うに ，開業医側 に もこ うした構想は なか っ たか ら ， 医術開業試験の

国家試験 へ の 昇格案は ，
こ の段階で 沙汰止み とな っ て しま っ たの で ある。

　一
方 ， その 開業医団体 の 側の 試験制度の 扱 い 方で あ るが ， そ もそ も彼 らに は最初 か

ら ， 試験制度の 是非 を問 う気 は なか っ た。 それ はその 後 ， 彼 らが作成 した医師法案を

み て も明 らか で あ る 。 た と えば34年 に は ， 京阪地方 の 開業医団体 で あ る 「関西連合医

会」 も， 医師法案 を発表 して い るが ， そ の 中で も ，
「医師 タ ラ ン ト欲 ス ル 者」 の 条件

と して は 「医師試験規則 二 依 り及第シ タ ル コ ト」 と し， む しろ試験合格 こ そ が 医師 と

して の 条件で ある ， と位置付けて い る。 またその 翌年に 作成 され た ， こ の 関西連合医

会 と東京医会 と の 協定案の 中で も，
「医師 ハ 医師試験 二 合格シ ……

」 と され て い る だ

け なの で あ る。 37年 ， 「帝国連合医会」 （東京医会 と関西連合医会の 連合体）が作成 し

た 「医師法案」 の なか で ， 初め て 試験制度 に関す る 条項 が盛 り込 まれ たが ， それ に し

て も ， 医術開業試験 は 「本法 （医師法）施 行後十年間医術開業試験 規則 ニ ヨ リ施行 ス

ル 」 （第 18条） と して ， これ を 「10年後」 に 廃止 す る と い う含み を示 した だ けで ， 明

治医会か ら の 攻撃 を避 ける方便で しか なか っ た 。

　 こ う して 明治医会 と開業医団体 で あ る帝 国連合医会の 両者 は ， 結局 ， 試験制度の 取
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扱 い に 関 して 意見の
一

致 をみ る こ とな く，その 決着は ， それ ぞれ が38年の 第22回帝国

議会に提 出 した ， 2 種類の 医師法案の 審議の 場 に 持ち越 され る こ とに な る。

　まず ， 明治医会の 法案で は ， 当初か らの 方針通 り， 医師の 資格 として は医学専門学

校以 L の 卒業生 に 限定 し，医術開業試験 は 5 年後に 完全撤廃す る と規定 して い た。

一

方帝国連合医会 の 法案で は ， 医師の 資格 と して は明治医会 と同様の 規定 を した もの

の ， 医術開業試験に 関 して は ， 前述の 37年の 条文 と同 じく 「本法施行後十年間医術開

業試験規則 二 依 り施行 ス ル 」 とい う消極的な表現 に と どま っ て い た 。 あ くまで も明治

医会は 試験絶対廃止の 姿勢 を崩 さず ，

一
方開業医側 はで きるだ け猶予期問を稼ぎ ， あ

わ よ くば そ の 存続を期待 して い たの で ある 。

　議会 は ，
こ の 法案を検討す べ く特別委員会を設け， そ れ に審議を付託， さ らに委員

会は 医師法修正起草委員会を作 っ て ，医師法 の 審議 と作成を行 っ た。 そ の実際の 詳細

な過程 は不明で あ るが ，

一
連の 審議の後に 成立 した 「医師法」で は ， 従来の 医術開業

試験 は 8 年後 に廃止 ， ただ し新 た に 「中学校若ハ 修業年限四 箇年以上 ノ高等女学校 ノ

卒業者又ハ 之 ト同等以上 ノ学力 ヲ有 ス ル 者 ニ シ テ医学専門学校 ヲ卒業」 す る こ とを受

験要件 とす る医師 試験を実施す る こ とが取 り決め られ て い る。 したが っ て 「医師 タ ラ

ム トス ル 者」 の 資格 と して は，明治医会が 限定 し よ う と し た正規の 教育機関の 卒業

生 ，
つ ま り 「帝国大学医科大学医学科又 ハ 官立 ， 公立若 ハ 文部大 臣ノ指定 シ タ ル 私立

医学専門学校医学科 ヲ卒業 シ タ ル 者」 と い う条件 の ほ か に ，
「医師 試験 二 合格 シ タ ル

者」 と い う条項が付 け加え られ る こ ととな っ た （厚生省 1955，
506−507頁）。

　つ ま り， こ れ らの 条文が意味す る と こ ろは ， 明 らか に その 内容が 明治医会 ・ 帝国連

合医会そ れ ぞれ の 主 張の 「中間 二 丁 度定 マ ッ タ」 （r衆議院委員会議録 19頁 ， 福井発

言） もの で あ り，そ の 政治的 な妥協の 上 に 「案出」 され た 「一 ッ ノ玄 二 妙ナ ル コ ト」

で あ っ た と言 っ て も い い だ ろ う （r衆議院 議事速記録』 345頁 丸 山発言）。 こ の こ と

は ， 医術開業試験の 廃止時期を明治医会の 5 年 と帝国連合医会の 10年 の 中間をと っ て

8 年 と した こ とに 顕著に 表れ て い る 。

　 したが っ て ， 医術開業試験の 存否をめ ぐる議論 とその結論の 背景 に は ， 確か に公教

育の 機会拡大 と教育 シ ス テ ム の 制度化が 進行 し， こ の 資格試験 に も厳密 な学歴 を受験

要件 とさせ て い っ た とい う事情が あ っ た こ とは 見逃 せ な い が ， そ れ は まず ， 帝大出身

の エ リ
ー

トに よる近代 的医師の 資質 と資格 向上 の ため の 改革 と し て 始 ま り， そ して 帝

大派 と開業医団体の 確執 と妥協 に よ っ て 帰 着 した政治的 な結論で あ っ た とす る ほ う

が ， よ り説得的 で あ る と思われ る
 

。

　 こ うし て ， 10年近 く続 い た論争の 後 ， 医術開業試験は 大正 3 年 に 廃止 され る こ とが
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決定され （実際に は大正 5 年 まで 延期）， 40年以 上 に わ た る歴史 を閉 じ る こ と とな っ

た。 か わ っ て 登場 した医師試験は，全て の 学校卒業者が 受 ける べ き国家試験 と もな り

えず に ， 文部省の 無試験免許授与の 指定を受 け られ な い 私 立 医専の 卒業生の 救済策 と

い っ た性格の もの と なっ て し ま う。
こ の 意味で

， 医師 と い う専門職に は ， もはや 資格

試験 と呼 び得 る よ うな制度は失われ て しま うの で あ る 。 こ の 専門職に ， 医師 た らん と

す る もの 全て に受験を要求す る国家試験 が導入 され るの は ， 第二 次大戦後の こ とで あ

り， それ を以て 初 めて ， 医師 の 身分的統一が実現され た とい え るだろ う。

5．結論 と課題

　一般 的に ， 資格試験制度 とは ， あ る職 業集団 に と っ て ， 特 に その 職業が専門職化の

過程に あ る場合に は ， きわめ て 重要な役割を果た し て い る 。 なぜ な ら，資格試験制度

こ そが ， 近代的な専門職集団の 形成 と その 身分的統合 を完成す る か らで あ る（Caplow

1954，
Wilensky　 l964）。 日本 の 場合 ， 医師の 資格試験制度は ， 旧来の 医療体制の 改革

そ し て 医師の 資質の 向上 の ため に ， 強力 な国家統制の 下 で 導入 され ， 確か に 近代的 な

医師 と い う専門職の 確立に 大 きな役割 を果 た し た もの の ， しか し帝大 を は じめ とす る

学校卒業者に 無試験免許授与 とい う例外規定 を設け るな ど， 国家試験 として の性格が

不十分で あ っ たため に ， 西洋医全体 の 身分的統一を保証す る もの とはな らなか っ た 。

む しろ逆に 西洋医の 内部 に ， 階層 的 な身分的格差を生 じさせ る要因 とな っ た の で あ

る 。 また一方で ， 旧来 か ら の 自由開業医体制 と い う医療の 根幹 は手 直 しされ ず， そ の

営利主義 を擁護 し開業医本位の 政策を採 っ たた め に ，
い わゆ る 「開業医の 黄金 時代」

を馴致せ しめ ， こ の た め に試験 に パ ス さえす れ ば多大の 報酬 が約束 され る こ の 試験制

度は ， 立 身出世の 捷径 とみ な され るよ うに な り，多 くの 青年は こ の ル ー トに 引 き寄せ

られ て い っ た 。 結果的に は ， それ が 時代 が 要求す る迅速 な西洋医養成の 創出に応 え る

こ とと な り， 試験制度 は大正期 まで 存続 され て い くの で あるが ， 次第に 開業医 と して

営利を貪 る試験合格者た ちに 対 して ， 医師 とし て の 専門的な知識 ・ 技量 と い っ た面か

ら批判が続 出す るよ うに な る 。 つ ま りこ の こ と は ， 医師 を取 り巻 く課題が ， 医師 の

「量」 か ら 「質」 へ と転換 され た こ とを物語っ て い る 。 こ の 医師 と して の 資質向上 と

試験制度廃止論議 は ， 医師法案 をめ ぐる医師社会内部で の 確執 と対立 の 構図の なかで

ク ロ
ーズ ア ッ プ され て い くが ， こ の 論議 は ， 従来の 資格試験 を国家試験 と し， 医師 の

身分的な統 合を図 る絶好 の チ ャ ン ス と い え た 。 しか し試験制度 をそれ ぞれ廃 止 ・ 存続

し よ うとす る帝大派 と開業医団体の 問の 対立 は 根深 く， 結局 の と こ ろ， その 構想 も初

期 の 段 階か ら顧 み られ る こ とな く終 わ っ た 。 従来の 医術開業試験は廃 止 され る こ とが
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決定され た もの の ， 第二 次大戦後まで
， 日本の 医師社会 は統合 され る こ とな く， 歴然

と し た階層性 を残存 し続 け る こ と と な っ たの で あ る 。

　以上 の よ うな医師 に お け る資格試験制度の 取 り扱わ れ方 と試験合格者の 地位 は ， こ

の 専門職 に特有の もの だ っ た の だろ うか 。 歯科医 ・薬剤師 とい っ た他 の 医療職 ， ある

い は法曹 などの 場合で は ど うだ っ たの だろ うか 。 さま ざまな事例研究 を重 ねて い くこ

とで ， 近代 日本 に お け る資格試験の 全体像を明 らか に す る必 要が あ る 。 また本稿で

は ， 職業集団 か ら その 資格試験制度を考察す る と い う視点 を強調 して きた た め に
， そ

して また限 られ た紙幅 の ため に ， 意識的 に 教育シ ス テ ム の 側か らの 視点 ，
つ ま り医学

教育制度の 成立 ・ 発展 と資格試験 との 絡み合い に 関 して は包括的な分析を行 うこ とを

しなか っ た 。 今後，両者の 視点 を取 り入 れ るこ とで ， 近代 日本に お ける学歴 と資格試

験制度の 研究 を よ り深 め て い く こ とが 出来 るで あ ろう。

〈注〉

（1） そ の 理由 と して ， 第
一

に こ の 専門職が ， 専門職の プ ロ トタ イ プで あ るこ と， 第二

　に 弁護士 （代言人 ） とは異な り， 医師は古 くか らの 歴史を持 ち ， そ の近代的な資格

　試験の 意味が 明瞭に 捉え られ るだ ろ うこ と ， 第三 に 医学 が不 断に進歩 ・ 発展す る と

　 い う学問的性格 を持 つ ため ， 資格試験 もま た時代 と ともに 変容せ ざる をえず ， そ の

　ダ イナ ミズ ム が明確に 跡づ けられ る だ ろ うこ と， などに よ る。

（2｝ 本稿で は ， 専門職論 ， 専門職化論 に つ い て の 理論的な V ビ ュ
ーや考察は行わ ない

　が ， 近代 日本 の 医師の 専門職論， また その 専門職化の 過程に つ い て の 大 まか な見取

　 り図 に関 して は ， 拙稿 （橋本 1991）参照 。 な お ， 本稿 の 歴史 的 な記述 は ， 神 谷

　 （1979， 1984 ）， 川上 武 （1965）， 厚生省医務局 （1955 ）， 日本科学史学 会編 （1965），

　酒井 シ ヅ （1982）， 菅谷章 （1976）な ど の 文献 に 多 くを負 っ て い る 。

（3） イギ リス で は， 自由放 任政 策が採 られ ， 王立 内科医協会 に代表 され る多数の 資格

　付 与団体 （Qualifying　 Ass・ciation ） が 大 きな裁 量 権 を握 っ て い た （Millerson

　 1964
， 村岡 1980，

Carr−Saunders
，
　A ．　M ．＆ P．　A ．　Wllson　 1933 ，

　PP ．65−106）。 また

　合衆国で は ， 地方分権的な州政府 を後ろ盾 と した医師会 と， それ らの 代表か ら成 る

　ア メ リカ 医師会 （AMA ）に よ っ て 医師試験 が委ね られ て い た （Shryock 訳 書 1974，

　209−228頁，Freldson　 1970，　 pp ．23− 33，1986，　 pp．32−38．）。 なお ， 各国の 国家体制

　 ・階級構造 と専門職形 成の 比較に つ い て は ，
Ben−David （1963−4）参照 。

（4｝ 明治末，医師の 道徳的退廃 を批判し た長尾折三 （1909 ， 復刻 1982
， 40−41頁 ） に

　 よれ ば，医師 社会 に 君臨す るの は，医学 博士で あ り， つ い で 医学士， ドク トル
， 医
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　学専門学校な どの卒業生 と続 き， 試験合格者 は西洋医の なか で 最下位 とされ ，医師

　 の俸給 もこ の 位階 に応 じて い た と され る。 なお ， 拙稿 （橋本 ig91）を参照 。

  　政府 は15年 「医学校通則」 に よ っ て ，

一定の 水準以上 の 医学校 を 「甲種」 と し，

　無試験免許授与 の 例外規定 を適用 したが ， その 他の 医学校 は 厂乙種」 と して ， 卒業

　 して も開業免許は与え られ ず ， 試験の ため の 準備機関 と して 存続 して い っ たの で あ

　 る 。

〈6） こ の 動 きは ，
コ リ ン ズ が 言 うよ うに ， 専門職内で の 自らの 身分的優位 を維持す る

　ため に ，
エ リー トが絶 え間な く行 う資格向上 の

一
環 とし て 理解で きな い わ けで は な

　 い が ， 彼が例 証したア メ リカ の 医師 の 場合の よ うな外在的条件 （分権 的な政治体制

　 と多民族の 競合）は全 く当て は ま らな い し ， よ り重要 なの は帝大派 た ち エ リー トの

　当 初の 目論見が必 ずし も成功 した とは い え な い こ と で あ る （Collins，　 R ．訳書1984 ，

　 173−239頁）。 む し ろ， 医師法案 をめ ぐる帝大派 と開業医団体の闘争の 結果， 日本の

　医育の 中心 勢力は東大 に あ る として も ， 日本 の 医療 は 自由主義経済 に よ っ て 支 え ら

　れ た開業医側 に ， そ の 重点を移 したの で ある （宮本 1972
，

567頁）。
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